
 カリキュラム・マネジメントにより道徳教育を充実させる 

 

             

 

 

 

 

児童が自ら判断できるようにするために，自分事として捉えさせる。 

そのためには，日頃の種まきが大切！ 

そして，カリキュラム・マネジメントが必要！ 

 

 

 

① 本校のカリキュラム・マネジメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科等との関連で学ぶこと 

      道徳科の時間に学んだ，思いやり，正義，公平，ルール，マナーなどを土台として教科の

授業が行われるようにすること，そして教科で学んだ論理的思考力や表現力を用いて，道徳

科の時間が豊かに展開されることが大切である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

    他の教科でもこのような関連を作ることができる。 

 

算数の時間にも道徳の時間にも使えるもの 

   「練り合う」 

   「知っていることから意見を述べる」 

   「違いを見付ける」 

   「比較してよりよい考えはどれかを吟味する」等 

算数の時間に学ぶ推論，比較，類推等の力を道徳科の時間に応用し， 

 また道徳の時間に確かめ身に付けた力を算数に応用する。 

日常で種まき 

⇒道徳科で発芽 

⇒日常の実践へ 

○「特別の教科 道徳」の授業内容と各教科・各教科以外の活動をつなぎ，道徳的価値

を深め，広げる。 

・複式授業（算数科を中心に研究） 

・特別活動（学級活動，話合い活動，係活動，委員会活動，クラブ活動） 

・異学年交流（教科学習の活動なども含めて：国語・生活・総合的な学習の時間 等） 

・縦割り班活動（清掃・全校遊び・きらきらタイム・ハッスルタイム・児童会活動・ 

お迎え遠足・お別れ会 等） 

・地域交流（栽培活動，福祉活動，生活科，総合的な学習の時間） 

・遊び（休憩時間や放課後の自由遊びの時間） 

※幼稚園児との交流は，今年度は実施できていない。 

道徳教育のめざすところは？ 

人間としてのよりよい生き方が，行為となるようにする。 

 

 

 

 

 

人が大切にされていること⇒望ましいと考える 

人が大切にされていないこと⇒正そうとする 

 

循環 
させる 

（例） 

参考：やさしい道徳授業のつくり方 改訂版（鈴木由美子先生 宮里智恵先生【編】） 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会活動          児童会活動          学級活動          

 

 

 

 

 

 

 

 

        

きらきらタイム           清掃活動           休憩時間 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

     栽培活動                  福祉活動 

       栽培活動                    福祉活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊び 

複式授業 

 特別活動 

縦割り班活動 

地域交流 



② 指導略案・指導案に示し進めるカリキュラム・マネジメント 

 

道徳科の指導案（指導略案）作成に関わって 
 
 指導略案では，「７．他の教育活動など 

との関連」の項目を立てて示した。 
 

 指導案では，指導観の「指導に当たって」 

の部分に，他の教科活動等との関連のさせ 

方や具体的な指導内容について書き示した。 

（例：指導案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例：指導略案） 

高学年 

 学習したことを学期末や月の終わりに行う目標の振り

返り活動や，学級活動，日常生活の中での帰りの会の中で

行っている振り返りの時間「よいこと見つけ（〇の実）の

活動等で生かすことができるようにする。そして，生活の

中で生まれた課題と関連させ，相互理解について様々な視

点から多面的・多角的に考えさせていくことで，児童に自

分の問題として考えさせるようにしていく。 

中学年 

 学習したことを学級活動や掃除などの縦割り班活動に

おいて活かせるようにし，友達に親切のつもりで指摘する

言葉がけがおせっかいになっている場合があることに気

付き，見守るような行動を選択したり，相手の立場や気持

ちを創造して行動したりすることができるような態度を

育む。 

低学年 

 児童が自分の思いを伝えるにあたり，友達の意見をヒン

トにしたり，上級生を手本にしたりして，安心して学習を

進めることができるようにしていきたい。また困っている

時には「どうしたらいいかな？」と尋ね「私だったら，僕

だったら。」とアドバイスが出せるようにしていきたい。 



③ カリキュラム・マネジメントの表づくり 

    本校の道徳教育の目指す子供像に向かって『道徳科：内容項目別，他の教育活動等と

の関連一覧表』を作成することを計画し，内容項目を意識しながら作成した。  

 

【道徳科：内容項目別，他の教育活動等との関連一覧表】  
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内容項目ごとの 
道徳科の教科書教材 

 
※学年の積み上げを意識 
できる。 

他の教育活動等との関わり 
 

※各内容項目に関わる教科内容や活動 
上の段：全校に関わるもの 

下の段：低中高のブロックに関わるもの 

 



④ カリキュラム・マネジメントの具体 

【指導計画】 

『道徳科：内容項目別，他の教育活動等との関連一覧表』の作成を意識しながら進め

た。道徳科の教材（主題）と他教科，教育活動から日々の学校生活等へとつながりを広

げ，児童の実態に合わせて計画した。その際，複式学級の特徴から学年の枠も越えて関

連させる活動も設定し進めた。  

指導のポイント！・・・低学年（１・２年）例２                        

【道徳科の授業と他の教科，行事，地域の人をつなぐ】 

 

 

 

 

 

指導のポイント！・・・中学年（３・４年）例                                 

【道徳科の授業と他の教科，地域，他校をつなぐ】 

 

 

 

 

 

指導のポイント！・・・低学年（５・６年）例                               

【道徳科の２つの授業と日常生活をつなぐ】 

 

 

 

 

指導のポイント！・・・高学年（５・６年）例１                                     

【道徳科の授業と他学年の教科，行事，地域をつなぐ】 

 

 

 

 

K 授業 

３年：大崎上島の宝をさがしに行こう 

４年：大崎上島の海～生き物探検隊～ 

３年総合 

「木江の町探検に行こう」 

４年総合 

「大崎上島の海 

生き物探検に行こう！」 

５・６年 行事 
クリーン作戦 

４年総合的な学習の時間 
「海の生き物探検に行
こう」（ごみ拾い） 

５・６年 行事 
R1 クリーン作戦 

１年に１回，地域の人・高校生・

中学生と共にごみ拾いをする。 

 

※R３年度のクリーン作戦

は 

実施できなかった。 
 

 

４年社会 
「地域の発展につくした人々」 

郷土かるた 
（３年教材） 
Ｃ－（１６） 
伝統と文化の尊重 

国や郷土を愛する態度 

世界がおどろく七分間清掃 
（６年教材） 
Ｃ－（14） 
勤労，公共の精神 

４年総合 
「大崎上島の
海を守ろう」 

３年総合 
「大崎上島め
ぐりをしよう」 

地域交流 

３年 聞き取り学習 

４年 ヒラメ放流体験 

 

１・２年国語 
「『ありがとう』を
つたえよう」 

おとしよりといっしょに 
（１年教材） 

Ｂ－（６） 
親切，思いやり 

学習発表会 
「たのしくあそぼう」 

１・２年生活科・学活 
「きせつだより」 
（敬老の日のお手
紙を書こう） 

日常生活 めざせ百八十回！ 
（６年教材） 
Ａ－（４）個性の伸長 

ドッジボールを百倍 
楽しくする方法 
（５年教材） 
Ｂ－（１０） 
友情，信頼 

日常生活 日常生活 

朝の会・帰りの会 朝の会・帰りの会 

１・２年生活科・学活 
「むかしからのあそび
をたのしもう」 
（おとしよりと交流） 
 

１・２年音楽 
「わらべうた」 
（発表，交流に向けて 

成長のき 



 

【指導の実際】  低学年（１・２年）  

【道徳科の授業と他の教科，行事，地域の人をつなぐ】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１・２年国語 
「『ありがとう』をつたえよう」 
 

 

 

 

 

「おとしよりといっしょに」 あいてのきもちになって B-(６)親切，思いやり 
 
【ねらい】   
 みきさんの新しい考えを明らかにし 
みきさんが大切にしようとしていたこ 
とは何かについて考えることを通して， 
人には相手が喜ぶことをしたいと願う 
心があることが分かり，相手の立場や 
気持ちを考えて相手が喜ぶことをしよ 
うとする態度を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１・２年社生活科 
単元「きせつだより」 
【ねらい】身近な自然を観察したり，季節や地
域の行事にかかわる活動を行ったりして四季
の変化や季節によって生活の様子が変わるこ
とに気付き，自分たちの生活を工夫したり楽
しくしたりできるようにする。 
 低学年の児童が，自らの生活を豊かにして
いくために体験させておきたい活動を多く含
んでいる。人と人との関わりの中で，優しい
心を育むことができる。 
 

 

学習発表会 １・２年音楽 
単元「わらべうた」 
【ねらい】 

 友だちと一緒に遊び
ながら歌う楽しさや喜
びを味わう活動を通し
て，我が国に伝承され
ているわらべうたのよ
さやおもしろさを体感
することをねらいとし
ている。また，歌うこ
とや音楽遊び，伴奏づ
くりを通して，わらべ
うたを音楽として，よ
り身近に感じることが
できると考える。 

よろこんでも
らえるよう，
れんしゅうを 
がんばるぞ。 

生活科交流予定 
（木江サロン） 

学んだことを発表 

いろいろなことをして
あげると，おとしより
もうれしいし，よろこ
んでくれると思う。 

自分たちもうれしく
なるね。 

地域の人やお年寄り
がよろこぶことをし
てあげたい。 


